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デジタル分業で⽣産性効率社会が⽣まれつつある ギグワーク（単発の仕事）が世界へ 
 
昨今、⽇本でも⽣産性効率が謳われ、それに伴い仕事の⾒直しや組織のスリム化などが⾏わ
れている。その効率化の前提となるのは、まずどのようなニーズが社会にあるかということ
であり、これは社会の在り様、すなわち⼈々のライフスタイルに⼤きくかかわっているもの
である。 
 
このモノが満ち溢れた世の中で、⼈々がいま求めるものは情報である。欲求（欲望）を充⾜
させるに⾜る情報である。情報は情報と結びつき新たな情報を⽣み出していく。際限なくつ
ながり発達していく情報の嵐の中で、その情報の⽅向付けをし、整理し、価値あるものに⾼
めていく。そのような仕事が今まさに求められている。 
 
ネットショッピングではモノを売買しているように⾒えるが、その実態は「利便性」や「満
⾜」を提供しているものと解釈すれば、これは正に情報を介した精神価値の探求に外ならな
い。また、⾦融商品の売買やその売買に伴う会計処理などもネットを介して実⾏可能であり、
すでに⽇常の姿となっている。 
 
⼈々の好みや要求はそれぞれであり、そのそれぞれの欲求が⼤きな市場や⼩さな市場を形
成している。すでに現在社会はたとえその規模が⼩さくても⼩さな市場の存在意義を認め
ている。その市場に精通し、さらにデジタル分野に明るい⼈々は、働き場所（物理的な地点）
に縛られることなく、その実⼒を収⼊へと変えられる世の中になっている。 
 
⼈々の⽣活様式の多様化により、規模的に⾒て⼩さな市場であっても、情報回線を利⽤して
の仕事が成⽴する時代となっている。かつては（今も？）オタクといわれた⼈々も、時代を
少し先まで⾏き過ぎていただけであり、もうすぐ時代のほうがオタクに追いついてくる、そ
んな世の中がすでに現実のものとなってきている。 
 
精神の充⾜に価値観を置いた社会の実現は、モノへの執着からの離脱でもある。エネルギー
問題や資源問題等、精神の充⾜を追い求める社会は 20 世紀に⽣じた多くの問題解決に何ら
かの解決策を与えうる可能性がある。 
 
 



 
 

 
 
ギグエコノミーとは、「gig（単発の仕事）」と「economy（経済）」を組み合わせた造語です。
多くの場合、インターネットを通して単発の仕事を受注するワークスタイルと、それによっ
て成⽴する経済を指します。 
 


